
奥山興悦理事(31回生)の石巻日日新聞の記事掲載について

　2026年9月5日の理事会で、奥山興悦理事(31回生)から紹介があり

ましたとおり、毎年１０月の「法の日」週間には、法務省主催、最高裁・

日弁連協力のもとにイベントや資料展示などが行われます。

　最高裁からは、奥山氏が石巻日日新聞に連載した"我が人生と石巻

"(10回分)が、パネル（大きさは１回分がA3版）化され、法曹会館に10

月3日から特別展示されることになりました。

　この記事は、奥山氏が東京みやぎ石巻圏人会にて講演された「三淵

嘉子さんと私と石巻～ 朝ドラ「虎に翼」に寄せて～」の内容を中心に

執筆されたものと伺っています。

　この度、石巻日日新聞より東京鰐陵会ホームページへの掲載許可

を頂きましたので、奥山氏の"我が人生と石巻"(10回分)を掲載いたし

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京鰐陵会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



本
で
初
の
女
性
弁
護
士
、
戦

後
は
初
の
女
性
裁
判
所
長
と

な
る
な
ど
、
女
性
の
社
会
進

出
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。

　

朝
ド
ラ
の
主
人
公
の
猪
爪

寅
子
も
戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
て
、
女
性
法
律
家
と
し
て

活
躍
し
ま
す
。
司
法
界
と
い

う
男
性
社
会
の
中
で
、「
は

て
？
」
と
素
朴
な
疑
問
を
呈

し
な
が
ら
、
明
る
く
生
き
抜

く
と
い
う
ド
ラ
マ
は
、
主
役

の
伊
藤
沙
莉
さ
ん
ら
の
好
演

も
あ
っ
て
、若
年
層
か
ら
中
・

高
年
者
層
、
主
婦
層
な
ど
一

般
庶
民
か
ら
法
律
実
務
家
、

研
究
者
な
ど
、
全
国
の
視
聴

者
か
ら
注
目
さ
れ
、
空
前
の

ヒ
ッ
ト
作
と
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
し
て
は
最

も
権
威
の
あ
る
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

髙
い
評
価
を
得
て
、
来
年
の

2
0
2
7
（
令
和
9
）
年
に

映
画
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
石
巻
で
生
ま
れ
、
大

学
を
卒
業
後
、
裁
判
官
と
し

て
約
40
年
、
公
証
人
、
弁
護

士
と
し
て
約
20
年
と
い
う
司

法
の
世
界
を
歩
ん
で
来
ま
し

た
。
そ
の
間
、
沢
山
の
人
と

出
会
い
ま
し
た
。
人
と
の
出

会
い
が
人
生
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
三
淵
さ
ん
と
の
出
会
い

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

詳
し
く
は
次
回
に
し
ま
す

が
、三
淵
さ
ん
は
当
時
、
東
京

家
庭
裁
判
所
で
少
年
事
件
を

担
当
す
る
女
性
裁
判
官
で
、

私
は
司
法
修
習
生
で
し
た
。

　

裁
判
官
の
仕
事
の
対
象
は

人
間
で
す
。
こ
の
た
め
、
人

生
経
験
が
裁
判
に
反
映
さ
れ

ま
す
。
郷
里
石
巻
で
の
縁
が

仕
事
や
生
き
方
に
役
立
っ
た

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
石
巻
が
誇
る

日
本
一
の
ギ
タ
リ
ス
ト
の
阿

部
保
夫
さ
ん
に
ギ
タ
ー
を

習
っ
た
こ
と
が
、
私
の
人
生

で
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
時
代
に
遊
び
半

分
で
書
い
た
小
説
が
河
北
新

報
で
佳
作
に
選
ば
れ
、
驚
き

ま
し
た
が
、
十
数
年
後
、
そ

の
小
説
と
よ
く
似
た
事
件
が

自
分
の
前
に
現
わ
れ
、
仰
天

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

し
た
。「
虎
に
翼
」
の
主
人

公
モ
デ
ル
で
あ
る
三
淵
嘉
子

さ
ん
は
、
私
が
裁
判
官
時
代

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
恩

師
で
す
。

　

三
淵
さ
ん
は
、
戦
前
の
日

　

2
0
2
4
（
令
和
6
）
年

の
秋
、
私
は
東
京
み
や
ぎ
石

巻
圏
人
会
の
要
請
で
、「
三

淵
嘉
子
さ
ん
と
私
と
石
巻
～

朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」
に
寄
せ

て
～
」
と
い
う
講
演
を
し
ま

東京みやぎ石巻圏人会での講演（2024 年）

第
1
回 

「
虎
に
翼
」と
わ
た
し

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
裁
判
官
時
代
に
担

当
し
た
様
々
な
事
件
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
ま
た
忘

れ
が
た
い
思
い
出
も
沢
山
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
以
外

の
仕
事
と
し
て
は
、
最
高
裁

の
研
修
所
教
官
時
代
に
は
後

進
の
育
成
指
導
に
専
念
し
、

最
高
裁
事
務
総
局
の
課
長
時

代
に
は
、
国
会
や
大
蔵
省
に

足
を
運
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
の

広
報
番
組
に
出
演
す
る
な

ど
、
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し

た
。

　

弁
護
士
に
な
っ
て
か
ら

は
、
長
崎
原
爆
の
被
爆
体
験

者
の
講
演
を
支
援
す
る
活
動

を
し
た
り
、
東
日
本
大
震
災

で
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た

郷
里
石
巻
の
復
興
と
再
生
の

た
め
、
さ
さ
や
か
な
奉
仕
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
冒
頭
の

東
京
み
や
ぎ
圏
人
会
の
講
演

会
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

本
稿
で
は
、
三
淵
嘉
子
さ

ん
の
こ
と
を
回
想
し
て
か

ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
語
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

2026 年（令和 8 年）4 月 1 日　水曜日



れ
、
そ
の
指
導
官
が
三
淵
嘉

子
裁
判
官
で
し
た
。
三
淵
さ

ん
は
大
き
な
瞳
と
歯
切
れ
の

い
い
声
、
笑
う
と
笑
窪
（
え

く
ぼ
）
が
浮
か
び
、
人
を
惹

き
つ
け
る
特
別
の
オ
ー
ラ
が

あ
り
、
少
年
事
件
に
対
す
る

情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
た

ち
ま
ち
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
が
三
淵
嘉
子
さ
ん
と

の
最
初
の
出
会
い
で
す
。
三

淵
さ
ん
の
オ
ー
ラ
は
終
生
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

が
伝
わ
っ
て
く
る
貴
重
な
映

像
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の

動
画
「
三
淵
嘉
子
・
新
潟
家

裁
所
長
記
者
会
見
」
新
潟
放

送
（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
）
が
そ
れ
で
す
。

　

三
淵
さ
ん
は
初
代
最
高
裁

長
官
の
長
男
で
あ
る
三
淵
乾

太
郎
判
事
夫
人
で
、
お
二
人

と
も
配
偶
者
と
死
別
。
子
連

れ
同
士
で
再
婚
し
、
お
し
ど

り
夫
婦
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

私
は
、
運
よ
く
実
務
修
習

中
に
三
淵
さ
ん
夫
妻
の
薫
陶

を
受
け
た
こ
と
が
契
機
と

な
っ
て
、
裁
判
官
の
道
を
選

び
、
1
9
6
6
（
昭
和
41
）

年
に
任
官
（
東
京
地
裁
判
事

補
）。

　

最
初
の
出
会
い
か
ら
7
年

後
の
1
9
7
2
（
昭
和
47
）

年
、
仙
台
地
家
裁
判
事
補
か

ら
最
高
裁
家
庭
局
付
と
な
っ

た
私
は
、当
時
、
社
会
問
題
に

も
な
っ
て
い
た
少
年
法
改
正

問
題
に
直
面
。

　

1
9
7
0
（
昭
和
45
）
年
、

法
務
大
臣
か
ら
法
制
審
議
会

に
諮
問
さ
れ
た
少
年
法
改
正

要
綱
は
、
少
年
法
の
対
象
年

齢
を
18
歳
未
満
に
引
き
下

げ
、
18
、
19
歳
の
年
長
少
年

を
「
青
年
層
」
と
し
て
家
裁

に
お
い
て
刑
事
裁
判
手
続
き

に
よ
り
取
り
扱
う
と
す
る
大

改
正
案
で
し
た
。
こ
れ
は
少

年
法
や
家
庭
裁
判
所
の
理
念

に
反
す
る
と
し
て
、
現
場
の

家
裁
や
最
高
裁
、
日
弁
連
、

学
界
な
ど
も
反
対
を
唱
え
、

法
制
審
議
会
少
年
法
部
会
に

お
い
て
毎
回
激
し
い
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
毎
月
開
か
れ
る
部

会
の
前
に
、
最
高
裁
家
庭
局

で
裁
判
所
側
の
委
員
・
幹
事

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
。裁
判
・

検
察
・
弁
護
の
実
務
修
習
は
、

新
鮮
な
驚
き
と
感
動
の
毎
日

で
し
た
。
東
京
家
裁
で
少
年

事
件
の
ケ
ー
ス
研
究
が
行
わ

　

私
が
司
法
試
験
に
合
格
し

た
の
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領

が
暗
殺
さ
れ
た
1
9
6
3

（
昭
和
38
）
年
の
秋
。
翌
年

の
春
か
ら
東
京
で
司
法
修
習

三淵嘉子さん（「追想のひと 三淵嘉子」所収）

第
2
回 

三
淵
嘉
子
さ
ん
と
の
出
会
い

の
打
合
せ
会
が
行
わ
れ
、
私

は
毎
回
、
家
裁
側
の
委
員
で

あ
る
三
淵
さ
ん
と
顔
を
合
わ

せ
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

少
年
法
部
会
の
席
上
で

は
、
三
淵
さ
ん
は
少
年
事
件

の
豊
富
な
経
験
に
基
づ
い
て

積
極
的
に
発
言
。
歯
切
れ
が

よ
く
、温
か
み
の
あ
る
声
で
、

非
行
少
年
に
は
刑
罰
よ
り
も

教
育
が
有
効
で
あ
る
と
述
べ

る
と
、
法
務
省
側
の
委
員
も

う
な
ず
く
ほ
ど
で
し
た
。
結

局
、
三
淵
さ
ん
ら
の
活
躍
の

お
か
げ
で
、
法
務
省
側
の
改

正
要
綱
は
棚
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
私
は
三
淵

さ
ん
の
少
年
審
判
を
傍
聴
さ

せ
て
も
ら
い
、
そ
の
見
事
な

采
配
に
感
動
。
少
年
審
判
の

あ
る
べ
き
理
想
の
姿
を
発
見

し
ま
し
た
。
民
事
や
刑
事
の

裁
判
と
違
っ
た
心
構
え
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
現
場
の
裁

判
官
に
い
か
に
伝
承
し
て
ゆ

く
か
が
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
な
り
ま
し
た
。

2026 年（令和 8 年）4 月 15 日　水曜日



家
裁
創
設
30
周
年
の
ポ
ス
タ
ー

る
と
、少
女
は
、
た
め
ら
い
な

が
ら
、
次
の
よ
う
に
答
え
ま

し
た
。

　

あ
の
日
、
天
気
が
良
か
っ

た
か
ら
明
る
い
色
の
ス
カ
ー

ト
に
着
替
え
て
出
か
け
よ
う

と
し
た
ら
、
父
か
ら
「
お
め

え
、
近
頃
色
気
づ
き
や
が
っ

て
」と
言
わ
れ
、か
っ
と
な
っ

て
家
を
飛
び
出
し
、
気
が
付

い
た
ら
デ
パ
ー
ト
に
い
ま
し

た
―
。

　

三
淵
さ
ん
は
少
女
を
退
廷

さ
せ
、
母
親
に
ズ
バ
リ
質
問
、

「
あ
な
た
の
御
主
人
は
、一
言

で
い
う
と
、
ど
ん
な
人
で
す

か
？
」。
母
親
は
落
ち
着
い

て
、「
…
道
楽
者
（
も
ん
）
で

す
」と
答
え
、開
き
直
っ
た
よ

う
に
ま
っ
す
ぐ
裁
判
官
を
見

つ
め
ま
し
た
。
双
方
の
視
線

が
ぶ
つ
か
り
、
火
花
が
散
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
民
事
事
件
を
5

年
、
少
年
事
件
を
1
年
経
験

し
て
い
た
私
は
、
事
件
の
原

因
や
背
景
が
理
解
で
き
ま
し

た
。
思
春
期
を
迎
え
た
少
女

に
対
す
る
「
道
楽
者
」
の
父

親
が
投
げ
つ
け
た
心
な
い
言

葉
。
父
親
こ
そ
問
題
の
中
心

で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
三
淵
さ
ん
の
そ

の
後
の
采
配
は
私
に
は
真
似

が
出
来
な
い
見
事
な
も
の
で

し
た
。
母
親
が
「
道
楽
者
」
と

一
緒
に
な
っ
た
経
緯
、
そ
の

後
の
苦
労
の
数
々
を
じ
っ
く

り
聴
き
、と
き
に
う
な
ず
き
、

と
き
に
子
を
持
つ
主
婦
の
先

輩
と
し
て
助
言
を
与
え
、
い

つ
の
間
に
か
審
判
廷
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
。

　

最
後
に
、
母
親
は
「
今
後
、

夫
に
は
私
か
ら
厳
重
に
注
意

し
ま
す
」。

　

こ
う
し
て
審
判
は
40
分

ほ
ど
で
不
処
分
で
終
了
。
私

は
ま
る
で
ド
ラ
マ
を
見
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
少
女
の

父
親
の
発
し
た
「
色
気
づ
き

や
が
っ
て
」と
い
う
言
葉
、
母

親
の
発
し
た
「
道
楽
者
（
も

ん
）」
と
い
う
言
葉
、
そ
れ
ら

を
巧
み
に
引
き
だ
し
た
三
淵

さ
ん
の
力
量
。私
は
、三
淵
さ

ん
の
審
判
を
見
て
、
自
分
は

裁
判
官
と
し
て
未
熟
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
。
今
日
の
感
動

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

判
（
2
年
前
に
は
来
日
中
の

オ
ラ
ン
ダ
の
ベ
ア
ト
リ
ク
ス

王
女
も
見
学
し
た
）
を
特
に

お
願
い
し
て
傍
聴
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
す
。

　

デ
パ
ー
ト
で
万
引
き
を
し

た
少
女
の
事
件
で
し
た
。
小

柄
な
母
親
が
付
き
添
っ
て
い

ま
し
た
。「
な
ぜ
、
こ
ん
な
こ

と
し
た
の
？
」
と
（
三
淵
）
裁

判
官
が
や
さ
し
く
問
い
か
け

　

前
回
、
私
は
三
淵
さ
ん
の

少
年
審
判
を
傍
聴
し
て
感
動

し
、
そ
れ
が
後
に
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
た
と

書
き
ま
し
た
。
私
が
審
判
を

傍
聴
し
た
の
は
、
1
9
7
2

年
（
昭
和
47
年
）
6
月
6
日
、

場
所
は
東
京
家
庭
裁
判
所
。

家
庭
局
付
に
な
っ
て
間
も
な

い
こ
ろ
、勉
強
の
た
め
、有
名

な
三
淵
嘉
子
さ
ん
の
少
年
審

第
3
回 

私
の
見
た
三
淵
さ
ん
の
少
年
審
判

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。

　

少
年
審
判
は
非
公
開
の
た

め
民
事
や
刑
事
裁
判
と
違
っ

て
、
一
般
人
、
研
究
者
、
報
道

機
関
は
傍
聴
で
き
ず
、
後
進

の
裁
判
官
も
許
可
な
し
に
は

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
は
家
庭
局
の
課
長

時
代
、
司
法
研
修
所
に
お
け

る
判
事
補
研
修
の
際
に
は
、

好
ん
で
三
淵
さ
ん
の
万
引
き

少
女
事
件
の
こ
と
を
話
し

た
り
、
少
年
審
判
の
手
引
書

を
刊
行
す
る
際
に
は
、
こ
の

ケ
ー
ス
の
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
裁
判
官
の
心
構
え

を
書
き
、ま
た
、後
に
家
裁
調

査
官
研
修
所
長
の
と
き
は
、

教
官
が
演
じ
る
模
擬
少
年
審

判
劇
の
ビ
デ
オ
を
作
成
、
全

国
配
布
を
し
ま
し
た
。

　

少
年
非
行
の
背
景
に
家
庭

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
冒
頭

の
写
真
は
、私
の
課
長
時
代
、

三
淵
さ
ん
の
現
役
最
後
の
年

に
作
成
し
た
記
念
ポ
ス
タ
ー

で
、
三
淵
さ
ん
も
気
に
入
っ

て
い
た
と
伺
い
ま
し
た
。

2026 年（令和 8 年）5 月 6 日　水曜日



た
。

　

1
9
4
1
（
昭
和
16
）
年
、

第
二
次
大
戦
が
始
ま
る
と
、

弁
護
士
は
開
店
休
業
の
状

態
と
な
り
ま
す
。
結
婚
し
て

一
児
を
授
か
り
ま
す
が
、
夫

は
召
集
さ
れ
、
の
ち
に
戦
病

死
。一
時
、
福
島
の
田
舎
に
疎

開
し
て
あ
ば
ら
家
に
住
み
、

慣
れ
な
い
農
作
業
に
従
事
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
戦
争

と
戦
後
の
混
乱
で
、
夫
の
ほ

か
両
親
と
弟
を
相
次
い
で
失

い
、
2
年
間
に
4
回
も
葬
式

を
出
す
と
い
う
悲
惨
な
生
活

に
入
り
ま
し
た
。

　

幼
子
と
小
さ
い
弟
た
ち
を

女
手
ひ
と
つ
で
養
う
た
め
、

再
起
を
図
っ
た
彼
女
の
目
標

は
、
裁
判
官
へ
の
任
官
で
し

た
。

　

戦
前
、
女
性
は
参
政
権
も

な
く
、
裁
判
官
や
検
察
官
に

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
ね

て
、
こ
れ
に
疑
問
を
抱
い

て
い
た
と
こ
ろ
、
戦
後
の

1
9
4
6
（
昭
和
21
）
年
11

月
3
日
公
布
さ
れ
た
日
本
国

憲
法
で
男
女
平
等
が
う
た
わ

れ
て
い
た
の
で
、
翌
年
3
月

に
彼
女
は
司
法
省
人
事
課
に

出
向
き
、
裁
判
官
採
用
願
い

を
提
出
し
ま
す
。
そ
の
決
断

力
、
行
動
力
が
す
ご
い
。
そ

の
願
い
は
す
ぐ
は
実
現
せ

ず
、
当
面
、
司
法
省
の
民
法

改
正
作
業
や
最
高
裁
民
事

局
、
家
庭
局
で
の
仕
事
に
従

事
。
こ
れ
が
後
に
な
っ
て
大

変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

1
9
4
9
（
昭
和
24
）
年
、

念
願
が
か
な
っ
て
東
京
地
裁

判
事
補
に
任
官
。
民
事
部
の

陪
席
と
し
て
3
年
間
勤
務
し

た
あ
と
、
1
9
5
2
（
昭
和

27
）
年
に
名
古
屋
地
裁
判
事

に
就
任
。
当
時
、
駅
前
の
電

光
掲
示
板
に
「
日
本
初
の

女
性
判
事
着
任
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
と
い

う
。
1
9
5
6
（
昭
和
31
）

年
、
東
京
地
裁
判
事
と
な
り
、

三
淵
乾
太
郎
判
事
と
再
婚
。

民
事
部
の
裁
判
長
を
経
験
し

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

明
治
大
学
専
門
部
法
科
に
入

学
。
こ
こ
か
ら
波
乱
の
人
生

が
始
ま
り
ま
す
。

　

1
9
3
8
（
昭
和
13
）
年
、

久
米
愛
、
田
中
正
子
と
と
も

に
女
性
と
し
て
初
め
て
高
等

試
験
司
法
科
試
験
に
合
格
。

新
聞
に
写
真
入
り
で
「
法
服

を
彩
る
紅
三
点
」
と
し
て
報

道
さ
れ
、
我
が
国
で
初
め
て

の
女
性
弁
護
士
に
な
り
ま
し

　

三

淵

嘉

子

さ

ん

は
、

1
9
1
3
（
大
正
3
）
年
に

銀
行
員
の
長
女
と
し
て
生
ま

れ
、
東
京
女
子
師
範
学
校
付

属
高
女
（
現
御
茶
ノ
水
女
子

大
付
属
高
校
）
に
入
学
。
明

る
く
才
能
豊
か
な
人
気
者

で
、
演
劇
の
主
役
を
演
じ
る

な
ど
多
感
な
少
女
期
を
経

験
。

　

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
、

第
4
回 

三
淵
嘉
子
さ
ん
の
歩
ん
だ
道

た
あ
と
、
1
9
6
3
（
昭
和

38
）
年
か
ら
東
京
家
裁
で
少

年
事
件
に
専
念
。
以
後
、
退

官
ま
で
16
年
間
を
家
裁
に
勤

務
し
、
延
べ
5
千
人
の
少
年
、

少
女
と
向
き
合
い
、
そ
の
社

会
復
帰
に
情
熱
を
傾
け
ま
し

た
。

　

1
9
7
2
（
昭
和
47
）
年

6
月
、
初
の
女
性
裁
判
所
長

（
新
潟
家
裁
所
長
）
に
就
任
。

当
時
、
女
性
が
司
法
部
の
組

織
の
ト
ッ
プ
に
選
ば
れ
た
の

は
初
め
て
な
の
で
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
大
き
く
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
浦
和
家
裁
所
長
を

経
て
1
9
7
9
（
昭
和
54
）

年
、
横
浜
家
裁
所
長
を
定
年

退
官
。
そ
の
後
、
日
本
婦
人

法
律
家
協
会
会
長
、
労
働
省

男
女
平
等
問
題
専
門
家
会
議

座
長
と
し
て
活
躍
し
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
成
立
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、「
三
淵
さ
ん
の

素
顔
と
俳
句
」の
予
定
で
す
。

東
京
朝
日
新
聞
（
昭
和
13
年
11
月
2
日
）

2026 年（令和 8 年）5 月 20 日　水曜日



に
関
心
が
深
く
、
流
行
の
帽

子
を
す
ぐ
手
に
入
れ
て
被

り
、
皆
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　

三
淵
さ
ん
の
趣
味
と
し
て

欠
か
せ
な
い
の
が
家
族
麻

雀
。
大
き
い
手
を
狙
っ
て
い

た
三
淵
さ
ん
に
対
し
、
息
子

が
安
い
手
で
上
が
る
と
、「
こ

の
親
不
孝
者
！
」
と
叱
っ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
絵
画
や
演

劇
も
お
好
き
で
し
た
。
親
し

い
グ
ル
ー
プ
で
の
ゴ
ル
フ
も

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
三
淵
さ
ん
が
俳
句
を

趣
味
と
し
て
い
た
こ
と
は

案
外
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

1
9
5
0
年
代
の
名
古
屋
地

裁
時
代
、
高
裁
長
官
、
所

長
、
判
事
、
書
記
官
、
廷
吏

ら
に
よ
る
月
1
回
の
句
会
に

参
加
。
三
淵
（
旧
姓
和
田
）

さ
ん
は
朗
ら
か
な
の
で
、
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の

俳
句
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

　

「
北
陸
の
雪
解
け
道
を
友

は
行
く
」

　

名
古
屋
か
ら
北
陸
へ
転
勤

す
る
若
い
裁
判
官
へ
の
送
別

句
。
当
時
は
、
北
陸
へ
の
転

勤
は
心
細
か
っ
た
の
で
、
そ

の
裁
判
官
は
「
友
は
行
く
」

に
感
激
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

「
子
等
の
追
う
先
さ
き
を

行
く
目
高
か
な
」

　

郊
外
の
森
林
公
園
で
中
学

生
の
息
子
と
遊
ん
だ
と
き
の

句
。
初
め
て
東
京
を
離
れ
、

息
子
と
二
人
だ
け
の
穏
や
か

な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
こ

と
が
窺
え
ま
す
。

　

「
山
争
う
人
の
外
な
る
濃

竜
胆
（
こ
り
ん
ど
う
）」

　

こ
れ
は
秀
句
で
す
。
ご
本

人
も
一
番
気
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
民
事
裁
判
官
時

代
に
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、

山
林
の
境
界
争
い
の
事
件
で

現
場
を
検
証
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
互
い
に
1
㌢
も
譲

ら
ず
、
に
ら
み
あ
っ
て
い
る

当
事
者
に
目
を
向
け
た
三
淵

（
和
田
）
裁
判
官
は
、
彼
ら

の
背
後
に
濃
紫
色
の
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
て
い
る
竜
胆
を

見
つ
け
、
深
い
感
慨
を
覚
え

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

し
な
が
ら
、
わ
い
わ
い
騒
ぐ

の
が
お
好
き
で
し
た
。

　

私
も
家
庭
局
付
時
代
に
、

懇
親
会
の
あ
と
三
淵
さ
ん
ら

と
一
緒
に
銀
座
の
居
酒
屋
へ

行
っ
た
こ
と
が
何
回
か
あ
り

ま
す
が
、
い
つ
も
賑
や
か
で

楽
し
い
酒
席
で
し
た
。
家
庭

局
の
先
輩
と
一
緒
に
ご
自
宅

へ
押
し
か
け
た
こ
と
も
2
回

あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　

横
浜
家
裁
の
所
長
時
代

の
三
淵
さ
ん
は
、
殺
風
景

だ
っ
た
調
停
室
に
絵
画
を
飾

り
、
庁
舎
内
の
雰
囲
気
を
和

ら
げ
る
た
め
昼
休
み
に
バ
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
流
す
な

ど
、
新
機
軸
を
出
し
、
多
く

の
職
員
や
調
停
委
員
ら
か
ら

慕
わ
れ
ま
し
た
。
浦
和
時
代

に
は
、
美
味
し
い
店
を
開
拓

し
、
親
し
い
知
人
ら
と
食
事

第
5
回 

三
淵
さ
ん
の
素
顔
と
俳
句

た
の
で
し
ょ
う
。「
人
の
外

な
る
」
と
い
う
表
現
は
、
物

理
的
に
外
側
に
い
る
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
醜
い
人
間
の

世
界
と
は
別
世
界
が
あ
る
と

い
う
意
味
を
持
た
せ
た
に
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

三
淵
さ
ん
は
、
可
憐
な
花

や
野
草
が
お
好
き
で
し
た
。

私
は
最
近
に
な
っ
て
、
竜
胆

の
花
言
葉
が
「
正
義
」
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
仰
天
。
作

者
は
そ
れ
を
知
っ
て
詠
ん
だ

と
す
れ
ば
、
俳
句
歴
20
年
の

私
も
脱
帽
で
す
。
40
代
で
見

事
な
俳
句
を
作
っ
て
い
た
の

で
す
。

　

裁
判
官
は
、
公
正
、
冷
静

な
判
断
力
が
必
要
で
す
が
、

同
時
に
、
自
然
や
科
学
、
文

学
な
ど
へ
の
関
心
が
有
益
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

三
淵
さ
ん
の
没
後
、
こ
の
俳

句
を
知
っ
て
、
私
は
ま
す
ま

す
三
淵
さ
ん
に
心
酔
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
「
三
淵
さ
ん
と
家

事
事
件
」
の
予
定
で
す
。

お
気
に
入
り
の
ス
ー
ツ
（
三
淵
邸
・
甘
柑
荘
保
存
会
）

2026 年（令和 8 年）6 月 3 日　水曜日



最高裁庁舎前で宮中参内を待つ（昭和 52 年）

介
し
ま
す
。

　

2
歳
の
男
児
と
4
歳
の
女

児
を
持
つ
夫
婦
の
離
婚
調
停

は
、
夫
婦
双
方
の
意
見
が
対

立
し
て
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、

2
人
の
調
停
委
員
も
困
っ
て

い
ま
し
た
。
特
に
女
の
子
は

両
親
の
葛
藤
に
巻
き
込
ま
れ

て
情
緒
不
安
定
と
な
り
、
調

停
室
で
も
母
親
か
ら
離
れ
よ

う
と
せ
ず
、
裁
判
官
、
調
停

委
員
と
母
親
の
や
り
と
り
に

さ
え
お
び
え
て
い
ま
し
た
。

　

三
淵
裁
判
官
は
、
そ
れ
を

見
て
一
計
を
案
じ
、
母
親
に

調
停
室
に
あ
る
電
話
の
受
話

器
を
取
る
よ
う
に
指
図
し
て

退
席
し
、
何
と
隣
室
の
電
話

か
ら
母
親
に
電
話
で
話
を
し

た
の
で
す
。
未
成
熟
の
子
が

い
る
夫
婦
の
離
婚
事
件
に
つ

い
て
特
に
配
慮
し
て
い
た
三

淵
さ
ん
の
窮
余
の
一
策
で
し

た
。

　

結
局
、父
親
が
男
の
子
を
、

母
親
が
女
の
子
を
引
き
取
る

こ
と
で
話
は
ま
と
ま
り
ま
し

た
が
、
何
と
、
三
淵
さ
ん
は

別
室
で
寝
て
い
た
男
の
子
を

お
ん
ぶ
し
て
部
屋
に
戻
っ
た

の
で
、
調
停
委
員
ら
は
二
度

驚
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
倫
し
て
離
婚
と

な
っ
た
ケ
ー
ス
で
も
、
子
ど

も
が
い
る
場
合
に
は
、
子
の

親
権
者
・
監
護
権
者
に
つ
い

て
は
、
有
責
者
を
過
度
に
非

難
す
る
の
で
は
な
く
、
子
の

利
益
を
優
先
し
て
決
め
る
べ

き
だ
と
調
停
委
員
ら
を
指
導

し
ま
し
た
。

　

再
婚
者
の
離
婚
調
停
で

も
、
過
大
な
要
求
を
す
る
女

性
に
対
し
て
は
、「
私
だ
っ

て
再
婚
な
の
よ
。
少
し
多
す

ぎ
ま
せ
ん
か
？
」
と
直
言
し

ま
し
た
。　
　

　

こ
の
よ
う
に
三
淵
さ
ん

は
、
法
律
論
を
教
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
身
を
も
っ
て
家

事
調
停
を
実
践
し
て
み
せ
た

の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
調
停
委

員
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
ま
し

た
。
調
停
委
員
の
研
修
に
は

特
に
力
を
入
れ
、
調
停
委
員

た
ち
は
三
淵
さ
ん
の
言
葉
を

し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
る
の

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

官
と
し
て
の
実
績
が
あ
り
、

民
法
の
親
族
・
相
続
の
分
野

に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
立
法

作
業
に
関
与
し
た
の
で
造
詣

が
深
く
、
家
裁
に
持
ち
込
ま

れ
る
家
事
紛
争
の
解
決
に
心

血
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

三
淵
さ
ん
に
対
す
る
女
性

調
停
委
員
の
回
想
文
か
ら
紹

　

三
淵
嘉
子
さ
ん
の
功
績
は

少
年
事
件
に
つ
い
て
だ
け
で

な
く
、
家
事
事
件
（
離
婚
調

停
な
ど
）
に
つ
い
て
も
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
官
の
仕
事
の
対
象
に

は
、
民
事
、
刑
事
、
家
事
、

少
年
の
4
種
類
が
あ
り
ま

す
。
三
淵
さ
ん
は
民
事
裁
判

第
6
回 

三
淵
さ
ん
と
家
事
事
件

に
驚
き
ま
す
。
私
は
、
こ
れ

ま
で
三
淵
さ
ん
ほ
ど
多
く
の

調
停
委
員
か
ら
尊
敬
を
集
め

た
裁
判
官
を
知
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
前
回
述
べ
た
「
三

淵
さ
ん
の
素
顔
と
俳
句
」
の

と
お
り
、
い
つ
も
率
直
に
自

分
の
言
葉
で
話
す
こ
と
が
相

手
の
胸
に
響
く
か
ら
で
し
ょ

う
。

　

私
は
、
昔
、
少
年
法
改
正

に
関
す
る
法
制
審
議
会
の
部

会
で
、
笑
顔
を
交
え
て
話

さ
れ
る
三
淵
さ
ん
を
見
て
、

ゲ
ー
テ
の
格
言
「
本
当
に
自

分
の
胸
か
ら
出
た
言
葉
で
な

け
れ
ば
、
相
手
の
胸
を
自
分

の
胸
に
引
き
つ
け
る
こ
と
は

決
し
て
で
き
な
い
」
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
第
2
回
の
記

事
で
御
紹
介
し
た
三
淵
嘉
子

さ
ん
の
動
画
（
新
潟
放
送
制

作
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
覧
に
な
れ
ば
、
そ
の
こ
と

が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
「
原
爆
裁
判
と
三

淵
さ
ん
」
の
予
定
で
す
。

2026 年（令和 8 年）6 月 17 日　水曜日



の
秘
密
な
の
で
一
切
触
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

左
陪
席
裁
判
官
の
年
齢

（
26
歳
）
や
関
与
期
間
が
短

い
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
裁

判
に
終
始
関
与
し
て
い
た
三

淵
さ
ん
の
考
え
が
反
映
し
て

い
た
可
能
性
が
高
く
、ま
た
、

当
時
の
裁
判
長
も
三
淵
さ
ん

も
、
尊
敬
す
る
初
代
最
高
裁

長
官
の
三
淵
忠
彦
氏
の
影
響

を
受
け
て
、
請
求
棄
却
の
結

論
と
は
別
に
、
原
爆
投
下
が

国
際
法
に
違
反
す
る
と
の
判

断
を
示
し
た
の
で
は
な
い
か

と
の
推
測
も
可
能
で
す
。

　

三
淵
忠
彦
初
代
最
高
裁
長

官
は
、
在
官
中
の
1
9
5
0

（
昭
和
25
）
年
に
、
市
民
向

け
の
分
か
り
や
す
い
解
説
書

「
日
常
生
活
と
民
法
（
補
修

版
」）
と
随
筆
集
「
世
間
と

人
間
」
を
刊
行
。
前
者
の
補

修
を
担
当
し
た
三
淵
（
和
田
）

さ
ん
は
、
後
日
の
エ
ッ
セ
イ

で
、「
三
淵
長
官
の
深
い
学

識
も
温
か
い
人
間
味
に
支
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私

の
限
り
な
い
尊
敬
の
的
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

戦
後
、
我
が
国
に
お
け
る

原
水
禁
運
動
は
、
ソ
連
の
水

爆
実
験
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ

て
対
立
や
分
裂
を
繰
り
返
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ

の
裁
判
に
対
す
る
国
民
の
関

心
は
あ
ま
り
高
く
は
な
く
、

傍
聴
席
も
閑
散
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
判
決
に
よ

り
、
被
爆
者
の
救
済
に
不
十

分
な
「
政
治
の
貧
困
」
を
指

摘
さ
れ
た
た
め
、
国
は
5
年

後
の
1
9
6
8
（
昭
和
43
）

年
に
は
「
原
子
爆
弾
被
爆
者

に
対
す
る
特
別
措
置
法
」
を

制
定
す
る
な
ど
、
本
格
的
な

被
爆
者
救
済
に
向
け
た
施
策

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

三
淵
さ
ん
は
生
前
、
原
爆

裁
判
の
こ
と
を
一
切
口
に
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
戦
争
で
最
初

の
夫
や
両
親
ら
を
失
う
経
験

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
戦
争

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

請
求
は
棄
却
）
し
た
場
面
が

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
も
、
三
淵
（
旧
姓

和
田
）
さ
ん
は
こ
の
裁
判
に

右
陪
席
の
裁
判
官
と
し
て
関

与
し
、
判
決
書
に
署
名
し
て

い
ま
す
。
こ
の
判
決
の
原
案

を
起
案
し
た
左
陪
席
の
裁
判

官
は
後
に
学
者
に
な
り
、
判

決
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す

が
、
三
淵
さ
ん
が
ど
の
よ
う

な
意
見
だ
っ
た
か
は
、
合
議

　

朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」
で
は
、

主
人
公
の
寅
子
の
所
属
す
る

東
京
地
裁
の
民
事
部
の
裁
判

長
が
、
い
わ
ゆ
る
原
爆
裁
判

（
広
島
、
長
崎
の
原
爆
被
爆

者
が
原
爆
の
投
下
は
違
法
で

あ
る
と
し
て
国
家
賠
償
を
請

求
し
た
裁
判
）
で
、「
米
国

に
よ
る
広
島
、
長
崎
の
原
爆

投
下
は
国
際
法
に
違
反
し
、

違
法
で
あ
る
」
と
判
決
（
但

し
、
被
爆
者
の
国
家
賠
償
の

第
7
回 

原
爆
裁
判
と
三
淵
さ
ん

や
核
兵
器
に
反
対
す
る
気
持

ち
は
人
一
倍
強
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

裁
判
官
を
定
年
退
官
し

た
後
、
1
9
8
2
（
昭
和

57
）
年
3
月
8
日
の
國
際
婦

人
デ
ー
に
、
当
時
日
本
婦
人

法
律
家
協
会
長
だ
っ
た
三
淵

さ
ん
は
、
第
2
回
国
連
軍
縮

特
別
総
会
に
向
け
て
、
核
兵

器
完
全
禁
止
・
軍
縮
の
た
め

の
3
千
万
人
署
名
運
動
に
参

加
。
自
ら
、
新
宿
西
口
駅
前

で
通
行
人
に
呼
び
掛
け
て
2

時
間
ほ
ど
ビ
ラ
ま
き
を
や
り

ま
し
た
。
そ
の
行
動
力
に
敬

服
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら

42
年
後
の

2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
、

日
本
被
団
協
（
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
）
は

長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
泉
下
の
三
淵
さ
ん

は
き
っ
と
喜
ん
で
お
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

次
回
は
「
思
い
出
の
座
談

会
」
の
予
定
で
す
。

三
淵
忠
彦
初
代
最
高
裁
長
官
（
三
淵
邸
・
甘
柑
荘
／
ア
マ

ナ
イ
メ
ー
ジ
ズ
）

2026 年（令和 8 年）7 月 1 日　水曜日



座談会（昭和57年12月）。三淵さんは前列左から2
人目、筆者は後列右端。公の場での三淵さんの最
後の写真

和
田
）
さ
ん
ら
は
、
暖
房
も

な
い
寒
い
部
屋
で
、
日
曜
・

祭
日
を
返
上
し
て
、
大
晦
日

ま
で
毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
働

い
た
と
言
い
ま
す
。
幼
子
を

抱
え
た
三
淵
さ
ん
に
と
っ
て

辛
い
年
末
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
翌
年
元
旦
に
家
裁

が
発
足
す
る
と
の
新
聞
発
表

は
、何
と
12
月
20
日
で
し
た
。

　

新
聞
発
表
が
遅
れ
た
の

は
、
当
時
日
本
の
予
算
や
財

政
を
握
っ
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ

（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総

司
令
部
）
が
家
裁
設
立
に
必

要
な
予
算
を
計
上
し
て
く
れ

る
か
ど
う
か
不
明
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
回
答
が

示
さ
れ
た
の
は
12
月
11
日
、

金
額
は
1
億
1
千
万
円
と
い

う
巨
額
で
し
た
。
現
在
な
ら

1
0
0
億
円
を
超
え
る
巨
額

に
設
立
準
備
室
は
歓
喜
し
、

三
淵
さ
ん
ら
は
家
裁
発
足
に

備
え
た
執
務
資
料
作
り
な
ど

の
準
備
作
業
に
拍
車
が
か

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

翌
年
1
月
、
家
裁
が
発
足

し
、
三
淵
さ
ん
は
初
代
家
庭

局
付
と
し
て
都
内
の
百
貨
店

等
で
家
裁
の
広
報
活
動
を
し

た
り
、
全
国
各
地
を
視
察
す

る
な
ど
活
躍
。
し
か
し
、
全

国
的
に
み
る
と
、
人
的
物
的

設
備
の
定
着
に
は
ま
だ
遠

く
、
ま
た
、
根
強
い
家
裁
反

対
論
者
も
あ
っ
て
、
高
裁
長

官
・
所
長
会
同
で
も
家
裁
廃

止
論
が
唱
え
ら
れ
た
と
い

う
。
家
裁
が
国
民
に
定
着
す

る
ま
で
に
は
、
あ
と
10
年
は

か
か
る
と
覚
悟
し
て
い
た
と

の
市
川
さ
ん
の
述
懐
に
私
は

驚
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
3
時
間
に
わ

た
る
座
談
会
の
あ
と
、
家
庭

局
の
元
職
員
も
加
わ
っ
た
懇

親
会
が
開
始
。
た
ち
ま
ち
、三

淵
さ
ん
の
明
る
い
笑
声
が
響

い
て
、
再
び
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
、
夜
遅
く
ま
で
歓
談

が
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
座
談
会
の
こ
と
は
、

長
い
間
忘
れ
ら
れ
、
世
に
出

た
の
は
座
談
会
か
ら
30
年

後
の
2
0
1
2
（
平
成
24
）

年
。
す
で
に
裁
判
官
を
退
官

し
弁
護
士
に
な
っ
て
い
た
私

は
偶
然
、
机
の
奥
に
眠
っ
て

い
た
テ
ー
プ
2
本
を
発
見
。

再
生
し
て
み
た
ら
、
い
き
な

り
三
淵
さ
ん
の
懐
か
し
い
声

が
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
第
一
級
史
料
だ
と
気
が

付
き
、
丸
一
日
か
け
て
、
座

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

三
淵
さ
ん
の
記
憶
力
は
抜
群

で
、
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
経
験

談
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

戦
後
間
も
な
い
1
9
4
8

（
昭
和
23
）
年
12
月
に
、
翌

年
1
月
1
日
の
家
裁
設
立
を

め
ざ
し
て
最
高
裁
は
内
部
に

設
立
準
備
室
を
設
置
。
そ
の

一
員
と
な
っ
た
三
淵
（
旧
姓

　

1
9
8
2
（
昭
和
57
）
年

に
最
高
裁
家
庭
局
の
私
が
企

画
し
て
、
三
淵
さ
ん
ら
家
裁

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
に
よ
る
座
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
発
足
当
時
の
家
庭
局

の
課
長
、
局
付
や
職
員
ら
8

名
と
我
々
現
役
メ
ン
バ
ー
の

4
名
。
初
代
第
一
課
長
の
市

川
四
郎
さ
ん
と
初
代
局
付
の

第
8
回 

思
い
出
の
座
談
会

談
会
の
速
記
録
を
作
り
、
家

庭
局
Ｏ
Ｂ
有
志
に
呼
び
か
け

て
正
式
な
議
事
録
を
作
成
。

座
談
会
当
時
、
同
時
録
音
が

可
能
な
最
新
型
の
映
写
機
で

撮
影
し
た
6
分
間
の
記
録
映

像
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
成
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
こ
の

座
談
会
の
議
事
録
は
、
か
ね

て
家
裁
の
歴
史
を
研
究
し
て

い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
清

永
聡
さ
ん
の
目
に
と
ま
り
、

2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
に

同
氏
編
著
の
評
伝
「
三
淵
嘉

子
と
家
庭
裁
判
所
」
に
こ
の

座
談
会
議
事
録
が
私
の
解
説

付
き
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年
4
月
か
ら
朝
ド
ラ
「
虎

に
翼
」
が
開
始
。
ド
ラ
マ
は

清
永
さ
ん
の
評
伝
に
沿
っ
て

進
行
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
私
と

三
淵
嘉
子
さ
ん
と
朝
ド
ラ

は
、
こ
の
座
談
会
を
媒
介
と

し
て
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
次
回
は
「
三
淵

さ
ん
と
の
お
別
れ
」
の
予
定

で
す
。

2026 年（令和 8 年）7 月 15 日　水曜日



け
る
裁
判
官
の
役
割
」
を
寄

稿
。
他
方
で
、
学
者
や
若
い

裁
判
官
ら
に
よ
る
座
談
会
に

出
席
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
体
験
や
少
年
審
判
に
対

す
る
熱
い
想
い
を
語
り
ま
し

た
。

　

同
年
11
月
、
日
比
谷
公
園

の
松
本
楼
で
行
わ
れ
た
三
淵

さ
ん
の
退
官
記
念
送
別
会
に

は
沢
山
の
関
係
者
が
参
加

し
、
ご
本
人
の
し
み
じ
み
と

し
た
ご
挨
拶
や
退
官
を
惜
し

む
知
人
友
人
ら
の
ス
ピ
ー
チ

が
相
次
ぎ
、
明
る
く
華
や
か

な
送
別
会
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
は
、
そ
の
席
上
で
撮
影

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

三
淵
さ
ん
は
退
官
後
ゆ
っ

く
り
休
む
暇
も
な
く
、
労
働

省
の
男
女
平
等
専
門
家
会
議

の
座
長
に
就
任
。
こ
の
会
議

は
当
時
国
会
で
大
詰
め
を
迎

え
た
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

案
の
審
議
に
資
す
る
た
め
、

「
雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等

の
考
え
方
」
を
ま
と
め
る
も

の
で
す
が
、
労
使
の
意
見
は

大
き
く
対
立
し
、
政
治
家
の

介
入
も
あ
っ
て
、
会
議
は
難

航
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
三
淵
さ
ん
の

男
女
平
等
に
か
け
る
情
熱

と
、
座
長
と
し
て
の
公
平
な

姿
勢
や
明
る
い
童
女
の
よ
う

な
人
柄
が
全
員
か
ら
信
頼

さ
れ
て
意
見
が
ま
と
ま
り
、

1
9
8
2
（
昭
和
57
）
年
11

月
、
最
終
報
告
書
を
提
出
。

三
淵
さ
ん
で
な
け
れ
ば
達
成

で
き
な
か
っ
た
偉
業
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
基
礎
と

な
っ
て
、
3
年
後
に
法
律
が

で
き
、
我
が
国
に
お
け
る
女

性
の
社
会
進
出
が
飛
躍
的
に

伸
び
た
の
で
す
。

　

こ
の
最
終
答
申
の
翌
月
、

三
淵
さ
ん
は
前
回
記
事
の

「
思
い
出
の
座
談
会
」
に
出

席
。
翌
年
の
1
9
8
3
（
昭

和
58
）
年
に
入
っ
て
か
ら
、

に
わ
か
に
体
調
を
崩
さ
れ
、

6
月
に
入
院
。
ガ
ン
細
胞
が

発
見
さ
れ
、
以
後
激
し
い
身

体
の
痛
み
と
の
戦
い
が
始
ま

り
ま
し
た
。
病
状
を
心
配
す

る
沢
山
の
見
舞
客
の
一
人
で

あ
る
渡
辺
道
子
日
本
婦
人
法

律
家
協
会
長
に
対
し
て
、
三

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

れ
ま
で
多
数
の
少
年
を
委
託

し
た
中
央
少
年
ハ
ウ
ス
の
主

幹
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
私

は
記
念
の
テ
レ
ビ
番
組
に
出

演
し
た
り
、
法
律
雑
誌
に
少

年
事
件
特
集
号
を
企
画
。
そ

の
巻
頭
文
と
し
て
、
横
浜
家

裁
所
長
の
三
淵
さ
ん
は
、
珠

玉
の
名
作
「
少
年
審
判
に
お

　

1
9
7
9
（
昭
和
54
）
年
、

家
庭
裁
判
所
は
創
立
30
周
年

を
迎
え
、
最
高
裁
家
庭
局
で

は
記
念
行
事
と
し
て
、
家
裁

か
ら
身
柄
を
預
か
っ
て
少
年

に
生
活
指
導
を
す
る
補
導
受

託
者
に
対
し
、
初
の
最
高
裁

長
官
表
彰
を
実
施
。
そ
の
第

1
号
と
し
て
三
淵
さ
ん
が
こ

第
9
回 

三
淵
さ
ん
と
の
お
別
れ

淵
さ
ん
は
病
床
で
痛
み
を
こ

ら
え
な
が
ら
、
男
女
平
等
問

題
の
行
く
末
が
気
掛
か
り
だ

と
語
り
ま
し
た
。

　

1
9
8
4
（
昭
和
59
）
年

5
月
28
日
、骨
ガ
ン
で
逝
去
。

正
に
、
三
淵
さ
ん
は
自
ら
の

寿
命
を
縮
め
て
ま
で
、
女
性

の
社
会
進
出
の
先
駆
者
と
し

て
活
動
さ
れ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

6
月
23
日
に
青
山
葬
儀
場

で
行
わ
れ
た
告
別
式
に
は
、

三
淵
さ
ん
が
生
前
に
浦
和
家

裁
で
行
っ
た
講
演
の
音
声
が

流
さ
れ
、
最
高
裁
長
官
を
は

じ
め
と
す
る
2
千
人
近
い
弔

問
客
が
参
列
。
裁
判
所
関
係

者
に
よ
る
弔
辞
に
続
い
て
、

赤
松
良
子
労
働
省
婦
人
局
長

は
、
男
女
平
等
の
社
会
の
実

現
の
た
め
三
淵
さ
ん
が
果
た

さ
れ
た
偉
業
を
た
た
え
、
故

人
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し

た
。

　

次
回
は
「
三
淵
さ
ん
が
遺

し
た
も
の
」
で
、
三
淵
さ
ん

の
回
想
を
終
え
る
予
定
。

ご退官送別会での三淵さん（右端）と筆者（中央）

2026 年（令和 8 年）8 月 5 日　水曜日



少年友の会員による三淵邸見学（令和6年）

1
4
0
名
の
投
稿
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
三
淵

さ
ん
と
の
思
い
出
を
熱
く
語

り
、
そ
れ
が
三
淵
さ
ん
の
生

涯
を
鮮
や
か
に
物
語
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
追
悼
文
を
寄

せ
た
人
々
も
殆
ん
ど
鬼
籍
に

入
ら
れ
た
の
で
、
今
や
大
き

な
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
浦
和
家
裁
関
係
者
に
よ

る
追
悼
文
集
「
し
の
ぶ
も
ぢ

ず
り
」
も
こ
れ
に
次
ぐ
遺
産

で
す
。

　

遺
産
の
二
つ
目
は
、
全
国

に
あ
る
「
少
年
友
の
会
」
で

す
。
三
淵
さ
ん
が
半
生
を
捧

げ
た
家
庭
裁
判
所
は
戦
後
の

日
本
に
誕
生
し
た
新
し
い
司

法
組
織
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
に
世

界
で
初
め
て
少
年
裁
判
所
が

誕
生
し
た
の
は
1
8
9
9
年

で
し
た
。
少
年
に
は
刑
罰
に

代
え
て
保
護
を
与
え
る
と
い

う
制
度
は
新
し
い
刑
事
思
想

の
潮
流
に
乗
っ
て
、
ま
た
た

く
間
に
欧
米
各
地
に
広
ま

り
、
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
法

理
学
者
の
ロ
ス
コ
ー
パ
ウ
ン

ド
は
、
こ
れ
を
「
マ
グ
ナ
・

カ
ル
タ
以
来
の
司
法
に
お
け

る
最
大
の
進
歩
」
と
称
賛
し

ま
し
た
。

　

三
淵
さ
ん
は
家
裁
発
足
の

直
後
に
ア
メ
リ
カ
各
地
の
家

庭
裁
判
所
を
見
学
し
、
非
行

少
年
の
更
生
に
は
民
間
団
体

の
援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
東
京
家
裁
時
代

の
1
9
6
6
（
昭
和
41
）
年

に
、
所
長
の
内
藤
頼
博
さ

ん
（
朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」
の

「
頼
安
」）
ら
と
と
も
に
、
非

行
少
年
に
対
す
る
民
間
の
支

援
団
体
「
少
年
友
の
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
全
国
す
べ
て
の
家
裁
に

対
応
し
て
、
少
年
友
の
会
が

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
三
淵
さ
ん
の
大
き
な
遺
産

で
す
。
私
は
、
現
在
、
東
京

少
年
友
の
会
の
顧
問
で
す
。

　

遺
産
の
三
つ
目
は
、
日
本

を
男
女
平
等
の
社
会
に
引
き

上
げ
る
先
駆
者
と
し
て
の
功

績
で
す
。本
稿
第
4
回
の「
三

淵
嘉
子
さ
ん
の
歩
ん
だ
道
」

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
戦
前

の
高
等
試
験
司
法
科
試
験
の

合
格
以
来
、
三
淵
さ
ん
の
経

歴
は
す
べ
て
、「
女
性
初
の
」

と
い
う
肩
書
付
で
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
戦
後
の
日
本
国
憲

法
で
男
女
平
等
の
原
則
が
宣

言
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
実
の

社
会
は
そ
う
で
は
な
く
、
政

元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
　
奥
山
興
悦

我
が
人
生
と
石
巻

連
載
企
画

ん
の
遺
志
を
継
ぐ
野
田
愛
子

さ
ん
（
元
札
幌
高
裁
長
官
）

ら
が
中
心
に
な
っ
て
、
没
後

1
年
目
に
発
刊
し
た
貴
重
な

追
悼
文
集
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ほ

ど
多
彩
で
内
容
の
深
い
追
悼

文
集
を
読
ん
だ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
貴
重
な
写
真
と

　

三
淵
嘉
子
さ
ん
は
多
く
の

人
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
70

歳
を
目
前
に
し
て
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
が
、
後
世
に
大
き

な
遺
産
を
残
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
目
は
、
偉
大
な

女
性
の
先
駆
者
に
対
す
る
追

悼
記
録
で
す
。「
追
想
の
ひ

と
三
淵
嘉
子
」
は
、
三
淵
さ

第
10
回 

三
淵
さ
ん
が
遺
し
た
も
の

治
、
経
済
、
社
会
や
文
化
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
、
男
性
中
心

の
社
会
に
女
性
が
挑
戦
し
て

ゆ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

三
淵
さ
ん
は
司
法
の
世
界

で
女
性
の
先
駆
者
と
し
て
活

躍
し
、
女
性
差
別
発
言
に
対

し
て
は
強
く
反
発
し
、
女
性

の
地
位
向
上
と
社
会
進
出
に

貢
献
。
現
在
、
裁
判
官
や
検

察
官
の
女
性
割
合
は
約
3

割
、弁
護
士
は
約
2
割
で
す
。

女
性
差
別
を
測
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の
第
1

位
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
、
日

本
は
2
0
2
5
（
令
和
7
）

年
で
第
1
1
8
位
、
先
進
7

か
国
中
の
最
下
位
で
す
。
泉

下
の
三
淵
さ
ん
は
、
こ
れ
を

ど
う
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

か
。

　

今
回
で
三
淵
さ
ん
の
回
想

物
語
を
終
え
、次
回
か
ら
は
、

私
自
身
の
回
想
録
に
入
り
、

そ
の
初
回
は
「
戦
中
戦
後
の

石
巻
の
幼
少
期
」
の
予
定
で

す
。

2026 年（令和 8 年）8 月 19 日　水曜日


